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こ
の
十
四
年
間
に
か
か
つ
た
建
設
費
用
は
、
二
千
八
十
六
億
円
に
の
ぼ
り
、
そ
の
九
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
借
入

金
に
頼
つ
て
お
り
、
営
業
開
始
と
同
時
に
膨
大
な
赤
字
を
抱
え
込
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

名
古
屋
都
市
高
速
道
路
は
、
建
設
事
業
開
始
後
既
に
十
四
年
を
経
過
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
、
高
速
二

号
線
の
一
部
十
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
供
用
を
開
始
し
、
現
在
十
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
新
設
工
事
中
で
あ 

 

り
、
五
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
着
工
準
備
中
と
な
つ
て
い
る
。 

一 

現
供
用
区
間
に
つ
い
て 

 
1 

供
用
開
始
後
、
今
日
ま
で
の
交
通
量
及
び
料
金
収
入
は
、
い
ず
れ
も
償
還
計
画
の
二
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、

償
還
計
画
で
予
定
し
た
累
積
収
支
差
千
三
百
十
一
億
円
が
現
実
に
は
、
二
千
七
百
七
十
二
億
円
の
巨
額
に
の 

当
高
速
道
路
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

名
古
屋
都
市
高
速
道
路
の
財
政
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

3 

日
本
科
学
者
会
議
愛
知
支
部
交
通
問
題
研
究
委
員
会
に
よ
る
と
、
当
高
速
道
路
営
業
区
間
の
単
年
度
収
支

が
黒
字
に
転
化
す
る
可
能
性
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
昭
和
七
十
七
年
度
に
は
年
間
九
十
億
円
の
赤
字
が
発
生 

 

し
、
累
積
赤
字
は
一
千
億
円
以
上
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
料
金
徴
収
期
間
の
終

わ
る
昭
和
八
十
三
年
度
に
は
、
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
の
負
債
は
、
当
区
間
の
建
設
に
要
し
た
費
用
の
三
・

五
倍
、
二
千
五
百
億
円
に
も
達
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
と
つ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
出
資
金
償
還
が
不
可
能
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
巨
額
な
公
社
債
務
に
対
す
る
債
務
保
証
責
任 

2 

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
経
営
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
現
実
に
即
し
た
長
期
的
な
収
支
見
通
し
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
長
期
見
通
し
を
持
つ
て
い
る
か
。 

ぼ
つ
て
い
る
。 

近
い
将
来
に
お
い
て
、
こ
の
差
が
急
速
に
縮
ま
る
こ
と
は
と
う
て
い
期
待
で
き
ず
、
現
行
有
料
道
路
制
度

上
、
当
区
間
の
採
算
性
は
完
全
に
破
綻
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

四 

 



 

二 

事
業
認
可
区
間
に
つ
い
て 

2 

事
業
認
可
区
間
完
成
後
の
長
期
営
業
収
支
（
償
還
計
画
）
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
持
つ
て

い
る
の
か
。 

1 

政
府
は
、
事
業
の
採
算
性
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
新
規
の
事
業
を
認
可
し
た
の
か
。 

現
在
、
四
区
間
十
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
新
設
工
事
中
で
、
五
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
着
工
準
備
中
で
あ

る
。
こ
れ
ら
が
完
成
後
、
順
次
供
用
さ
れ
営
業
区
間
が
三
十
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
延
長
さ
れ
た
と
し
て
も
、

新
設
区
間
の
建
設
コ
ス
ト
は
、
大
幅
に
上
昇
（
現
供
用
区
間
の
約
二
倍
）
し
て
お
り
、
ま
た
、
単
位
距
離
当
た
り

の
利
用
台
数
の
増
加
も
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、 

が
強
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
地
方
財
政
法
の
理
念
と
は
全
く
あ
い
い
れ
な
い
ゆ
ゆ
し
き
事
態
だ
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
政
府
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方
針
を
も
つ
て
対
処
し
て

い
る
か
。 

五 

 



 

三 

整
備
計
画
中
、
未
事
業
認
可
区
間
に
つ
い
て 

5 

着
工
準
備
中
の
二
区
間
五
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
新
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
新
規
投
資
が
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
の
財
政
破
綻
を
一
層
深
刻
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
恐
れ
が
強
い
。 

4 

事
業
認
可
区
間
ご
と
の
完
成
時
期
及
び
こ
れ
に
伴
う
当
高
速
道
路
利
用
台
数
に
つ
い
て
現
在
ど
う
予
測
し

て
い
る
の
か
。 

3 
昭
和
五
十
八
年
度
現
在
、
新
設
工
事
中
の
四
区
間
及
び
着
工
準
備
中
の
二
区
間
の
各
区
間
ご
と
の
新
設
に

要
す
る
費
用
の
概
算
額
は
い
く
ら
か
。 

そ
の
た
め
、
新
設
工
事
の
開
始
を
当
分
の
間
見
合
わ
せ
、
利
用
交
通
量
、
採
算
性
な
ど
を
再
検
討
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

現
整
備
計
画
中
、
未
事
業
認
可
区
間
の
大
半
は
、
地
下
若
し
く
は
堀
割
区
間
で
あ
り
、
そ
の
建
設
費
は
、
高 

六 

 



 

 

七 

架
区
間
の
二
～
三
倍
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
こ
の
着
工
が
、
今
で
さ
え
破
綻
に
瀕
し
て
い
る
名
古
屋
高

速
道
路
公
社
の
財
政
を
確
実
に
破
綻
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、 

1 

関
係
地
方
公
共
団
体
や
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
と
協
議
の
う
え
、
建
設
計
画
を
で
き
る
だ
け
縮
小
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
た
整
備
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

2 

整
備
計
画
の
見
直
し
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
新
規
の
工
事
区
間
へ
の
新
た
な
投
資
は
一
切
留
保
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


